
日 時： 令和3年7月17日（ 土） 13: 30～14: 30 

場 所： 西之丸会議室 

次  第 

１  開会                        

２  あいさつ                     

３  議事  令和３年度の修復整備について             ＜資料１ ＞ 

  令和４ 年度の修復整備・ 発掘調査について   ＜資料２ ＞ 

余芳の移築再建について                ＜資料３＞ 

４  その他   

５  閉会 
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令和 2年度（第 8次）発掘調査成果 

 

○調査目的 

 二之丸庭園における文政期の庭園内部と外縁部の境界である塀跡確認および二之丸庭園

東部の近世遺構の残存状況の確認を目的に行った。 

  

○概要 

基本的な層序は、表土―昭和の造成時の盛土層―近代の包含層―近世の包含層である。 

特に近世の庭園遺構について成果のあった調査区⑦・⑩～⑬について報告する。その他の

調査区では、陸軍期の兵舎関連遺構や昭和の造成時の改変により、近世の庭園遺構を明確に

捉えることができなかった。 

 

調査区⑦ 

調査区西側で近代以降の盛土を撤去すると三和土と土管が検出された(図 2)。土管

は三和土の下層に位置し、三和土は土管よりも新しい時期に施工されたものであるこ

とが分かった。 

調査区の西側および東側で暗渠の蓋を検出した(図 3・4)。西側および東側の両暗渠

の掘り方は、土管の掘り込みや土坑・暗渠の埋土により、調査区内では確認できなか

った。調査区内で確認した暗渠は、現在露出展示されている暗渠(図 1)と一直線上に

あり、一連のものと思われる。露出展示されている暗渠より 50 ㎝ほど低いため、堀に

向かって傾斜する排水用のものと考えられる。 

 

調査区⑩ 

近世の礎石(または束石)を確認した(図 5・6)。絵図から推測すると薬医門北側の建物の一

部である可能性が高い。よって、同様に絵図からの推測であるが、薬医門はこの調査区より

南側かつ露出展示の溝より北側と考えられる。 

 

調査区⑪ 

塀の礎石と塀に伴う雨落ち溝(図 7)や玉石集石遺構(図 8)を検出した。塀跡は第 2 次調査

の権現山東調査区(図 1)でも確認されており、今回検出したのはその延長である。調査区南

部では石列と土坑を検出した(図 9・10)。土坑は権現山東調査区で検出された石組遺構北側

の巨石列の抜き取り痕、石列は石組遺構南側の石列の延長と考えられる。 

 

 

調査区⑫ 

地表面から 20ｃｍほどの深さで、近世の礎石(または束石)を確認した(図 11)。第 6 次調

査で前庭を調査した際に御殿の礎石ではないかと判断された石(図 12)と形状や標高が類似

するため、二之丸御殿に関連する建物の一部であると思われる。石は近世盛土面を掘り込ん

だ形跡は見られず、盛土上面に据えられたようである。 

調査区中央では東西方向に三和土が貼られていることが判明した。三和土は近世盛土面

から掘り込まれており、石より下層にある。層序を整理すると、まず盛土を施し、盛土を切

るように三和土を入れ、その後に石を据えたという構築順序であることが分かる。 

  

調査区⑬ 

二之丸庭園東部の近世遺構の残存状況確認を目的とした。近代以降の土管や桝が調査区

のほとんどを占め、明確な庭園遺構は確認できなかった(図 13)。一部深掘りした箇所では、

ロクロ土師器が出土した。かく乱土からの出土ではあるが、延段の破片や施釉瓦、敷瓦等の

庭園に関連する遺物も出土した。施釉瓦や敷瓦は寛永期の庭園に関する遺物の可能性があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 二之丸庭園第 8次発掘調査位置 

暗渠(露出展示) 
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調査区⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区⑩ 

 

 

 

 

 

図 3 東側暗渠(東から) 

図 4 西側暗渠(西から) 

図 2 T-7 全景(東から) 

西側暗渠 

東側暗渠 

図 5 T-10 全景(西から) 

礎石 

図 6 礎石拡大(北から) 

調査区⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区⑬ 

 

溝 

礎石 

図 7溝・礎石(北から) 図 8 玉石集石遺構(北から) 

図 9 石列(北から) 

図 12 前庭調査(第 6次調査)で確認された石(西から) 

『名勝名古屋城二之丸庭園発掘調査報告書 第 4次～

第 6 次』(2020)写真図版 6 写真 11 

図 11 T-12全景(南から) 

三和土 

図 13 全景(南から) 

図 10 石列・土坑(南から) 

26 庭園

資料2-3



26 庭園

資料2-4



令和 4年度（第 10次）発掘調査（案） 

 

○調査目的 

・暗渠周辺 

令和 2 年度（第 8 次）の調査区⑩・⑪で検出した遺構と現在露出展示されている暗

渠との間の遺構残存状況の確認。 

薬医門の遺構や調査区⑪で検出した塀跡や玉石集石遺構の延長を確認できる可能性が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・北池 

  三和土護岸の背面構造の確認と池底下の状況確認。 

  三和土の構築方法や年代検討の手掛かりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南から 北から 

北西から 

北東から 
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余芳 手水検出状況(北から) 余芳 手水検出状況(南から)

御城御庭絵図(余芳拡大) 手水 所蔵：名古屋市蓬左文庫
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